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【キーワード】	

出会いのペア、溶媒かご、極性溶媒、非極性溶媒、誘電率、プロトン性溶媒、非プロトン性

溶媒、水素結合、溶媒効果、溶媒和、速度論的塩効果、イオン雰囲気、イオン強度、デバイ・

ヒュッケルの式、活量係数、拡散律速、活性律速、拡散係数、アインシュタイン・ストーク

スの式、拡散律速速度定数（および溶媒粘度との関係）	

	

【演習問題】	

1. 速度論的塩効果は、どのような効果か説明しなさい。また、それがなぜ起きるか説明しな
さい。 

 
2. 溶液中の二次反応の速度定数は、拡散律速速度定数を越えることはない。理由を説明しな
さい。 

 
3. 下の反応について、非極性溶媒・プロトン性極性溶媒・非プロトン性極性溶媒における反
応速度の順序を予想しなさい。理由をつけて答えること。 

 
 

4. 講義で扱った下の反応（298 K, 水溶液中）について、NaClO4 を添加した時の二次反応速
度定数は次のように変化した。添加量 (mol/kg) 0, 0.010, 0.020, 0.030 に対して相対速度は 
1.000, 0.631, 0.515, 0.447。 
 
	log10(k2/k20) vs (I)1/2 のプロットの傾きを求め、この反応の律速段階に [Co(NH3)5Br]2+ と 
HO– が両方関与していることを示しなさい。 

 
5. (1) ジクロロメタンの粘度は 303 K で 3.93×10–4 Pa•s である。この温度でのジクロロメ
タンの拡散律速速度定数を求めなさい。(2) ある反応のジクロロメタン中での二次反応速度
定数を 303 K で測定したところ、2.1×1010 L mol–1 s–1 となった。この反応は拡散律速と
言えるか。 
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